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概要
Virtex®-6 ファ ミ リは、 FPGA 市場において最新かつ最先端の性能を誇る  FPGA デバイスです。 Virtex-6 FPGA は、 ソフ ト ウェアおよ
びハード ウェア コンポーネン ト をと もに統合し、 開発サイ クルの初期から革新的な開発製品を可能にするターゲッ トデザイン プラ ッ
ト フォームのベースを成すプログラマブル シ リ コンです。3 世代目となるコラムベースの ASMBL™ (アドバンス ド  シ リ コン モジュー
ラ  ブロ ッ ク ) アーキテクチャを採用した Virtex-6 ファ ミ リは、 複数のサブファ ミ リで構成されています。 この概要データシートでは、
LXT、 SXT および HXT サブファ ミ リについて説明します。 各サブファ ミ リは、 それそれの機能を異なる比率で備えており、 広範に及
ぶ高度なロジッ ク  デザインに最も効率的に対応します。 Virtex-6 FPGA は最高性能のロジッ ク  ファブ リ ッ クであるだけな く、 多数の
ビル ト イン システム レベル ブロ ッ クを搭載しています。 このよ う な機能によ り、 性能と機能性に優れたロジッ ク  デザインを FPGA
ベースのシステムに構築できます。 40nm の銅配線プロセス技術を採用した Virtex-6 FPGA は、 ASIC テク ノ ロジに代わるプログラマ
ブル デバイスです。 そして、 その画期的なロジッ ク、 DSP、 コネクティ ビティ、 およびソフ ト  マイ ク ロプロセッサ性能によ り、 高性
能ロジッ ク設計、 DSP 設計、 エンベデッ ド  システム設計の要件に対応する最適なソ リ ューシ ョ ンを提供します。

Virtex-6 FPGA の特長
• 3 つのサブファ ミ リ

• Virtex-6 LXT FPGA : 高度なシ リ アル コネクティビ

ティを備えた高性能ロジッ ク

• Virtex-6 SXT FPGA : 高度なシ リ アル コネクティビ

ティを備えた最高性能の信号処理性能

• Virtex-6 HXT FPGA : 最高帯域のシ リ アル コネクティ

ビティ

• サブファ ミ リ間の互換性

• 同一パッケージの LXT および SXT デバイスは、フッ ト

プ リ ン トに互換性がある

• 高度かつ高性能な FPGA ロジッ ク

• 完全な 6 入力のルッ クアップ テーブル (LUT) テク ノ ロ

ジ

• デュアル LUT5 (5 入力 LUT) オプシ ョ ン

• レジスタを豊富に使用する必要があるアプリ ケーシ ョ ン

向けの LUT/デュアル フ リ ップフロ ップ ペア

• 配線効率の改善

• 各 6 入力 LUT に 64ビッ ト  (または 2 つの 32ビッ ト ) 分
散 LUT RAM オプシ ョ ン

• 出力にレジスタを使用した SRL32/デュアル SRL16 オ
プシ ョ ン

• MMCM (Mixed-Mode Clock Manager)

• MMCM ブロ ッ クは、 遅延のないバッファ リ ング、 周波

数合成、 クロ ッ ク位相シフ ト、 入力ジッターのフ ィルタ

リ ング、 位相を一致させた分周クロ ッ クを提供

• 36Kb ブロ ッ ク  RAM/FIFO

• デュアル ポート  RAM ブロ ッ ク

• 次を構成可能

- 最大 36 ビッ ト幅のデュアル ポート
- 最大 72 ビッ ト幅のシンプルなデュアル ポート

• 性能改善された FIFO ロジッ ク

• 内蔵型エラー訂正回路 (オプシ ョ ン)
• オプションで 2 つの独立した 18Kb ブロックとして使用可

• 高性能シ リ アル SelectIO™ テク ノ ロジ

• 1.2V ～ 2.5V の I/O をサポート

• ChipSync™ テク ノ ロジを使用したソース同期インター

フェイス

• デジタル制御インピーダンス  (DCI) アクティブ終端

• 柔軟かつ精密な I/O バンキング

• ライ ト  レベリ ング機能を持つ高速メモリ  インターフェ

イス

• 機能拡張した DSP48E1 スライス

• 25 x18 の 2 の補数乗/乗算

• パイプライン化オプシ ョ ン

• フ ィルター処理をサポートする新しいプリ アダー (前置

加算器) オプシ ョ ン

• ビッ ト単位の演算オプシ ョ ン

• 専用カスケード接続

• 柔軟性のあるコンフ ィギュレーシ ョ ン オプシ ョ ン

• SPI およびパラレル Flash インターフェイス

• フォールバッ ク  リ コンフ ィギュレーシ ョ ン専用ロジッ

クで、 複数のビッ ト ス ト リームをサポート

• バス幅の自動検出機能

• すべてのデバイスにシステム モニター機能が搭載

• オンチップ/オフチップでの温度および電圧モニタ リ ング

• モニター全体に JTAG でアクセス

• PCI Express® デザイン用インターフェイス  ブロ ッ クを内蔵

• PCI Express Base Specification 2.0 に準拠

• GTX ト ランシーバーで Gen1 (2.5Gb/s) および Gen2
(5Gb/s) をサポート

• エンドポイン トおよびルート  ポート機能

• 各ブロッ クで x1、 x2、 x4、 または x8 レーンをサポート

• GTX ト ランシーバーは最高 6.6Gb/s で動作

• FPGA ロジッ クでのオーバーサンプリ ングは、 480Mb/s
未満のデータレートでサポート
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• GTH ト ランシーバー : GTH ト ランシーバーは 2.488Gb/s ～
11Gb/s を超えるデータ  レートで動作

• 10/100/1000 Mb/s イーサネッ ト  MAC ブロ ッ クを内蔵

• GTX を使用して 1000BASE-X PCS/PMA および

SGMII をサポート

• SelectIO テク ノ ロジ リ ソースを使用して MII、 GMII、
RGMII をサポート

• 2500Mb/s のサポート も提供

• 40nm、 銅配線、 CMOS プロセス技術

• 1.0V コア電圧 (-1、 -2、 -3 スピード  グレードのみ)

• 低消費電力 0.9V コア電圧オプシ ョ ン (-1L スピード  グレー

ドのみ)

• シグナル インテグ リティに優れたフ リ ップフロ ップ パッ

ケージを標準および鉛フ リー パッケージの両方で提供

Virtex-6 FPGA 機能一覧
表 1 : 各 Virtex-6 FPGA デバイスの機能一覧

デバイス
ロジック  
セル

CLB (コンフ ィギャラブ
ル ロジック  ブロック) DSP48E1 

スライス
(2)

ブロック  RAM ブロック
MMCM

(4)

PCI 
Express

用インター
フェイス 
ブロック

イーサ
ネッ ト
MAC(5)

ト ランシーバー
最大数 総 

I/O 
バンク (6)

最大
ユー
ザー 
I/O(7)スライス

(1)
最大分散

RAM (Kb) 18Kb(3) 36Kb 最大 
(Kb) GTX GTH

XC6VLX75T 74,496 11,640 1,045 288 312 156 5,616 6 1 4 12 0 9 360

XC6VLX130T 128,000 20,000 1,740 480 528 264 9,504 10 2 4 20 0 15 600

XC6VLX195T 199,680 31,200 3,040 640 688 344 12,384 10 2 4 20 0 15 600

XC6VLX240T 241,152 37,680 3,650 768 832 416 14,976 12 2 4 24 0 18 720

XC6VLX365T 364,032 56,880 4,130 576 832 416 14,976 12 2 4 24 0 18 720

XC6VLX550T 549,888 85,920 6,200 864 1,264 632 22,752 18 2 4 36 0 30 1200

XC6VLX760 758,784 118,560 8,280 864 1,440 720 25,920 18 0 0 0 0 30 1200

XC6VSX315T 314,880 49,200 5,090 1,344 1,408 704 25,344 12 2 4 24 0 18 720

XC6VSX475T 476,160 74,400 7,640 2,016 2,128 1,064 38,304 18 2 4 36 0 21 840

XC6VHX250T 251,904 39,360 3,040 576 1,008 504 18,144 12 4 4 48 0 8 320

XC6VHX255T 253,440 39,600 3,050 576 1,032 516 18,576 12 2 2 24 24 12 480

XC6VHX380T 382,464 59,760 4,570 864 1,536 768 27,648 18 4 4 48 24 18 720

XC6VHX565T 566,784 88,560 6,370 864 1,824 912 32,832 18 4 4 48 24 18 720

注記 : 
1. Virtex-6 FPGA のスライスには、 4 つの LUT と  8 つのフ リ ップフロ ップが含まれ、 一部のスライスでのみ LUT を分散 RAM または SRLと して

使用できます。

2. 各 DSP48E1 スライスは、 25 x 18 乗算器、 加算器、 アキュームレータを 1 つずつ含みます。

3. ブロ ッ ク  RAM は、 基本的に 36Kb ですが、 2 つの独立した 18Kb ブロッ ク と しても使用できます。

4. 各 CMT には、 2 つの MMCM (Mixed-Mode Clock Manager) が含まれます。

5. この表では、 デバイスあた りのイーサネッ ト  MAC 数を記載しています。

6. コンフ ィギュレーシ ョ ン バンク  0 は含まれません。

7. 記載の数値に GTX あるいは GTH ト ランシーバーは含まれません。
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Virtex-6 FPGA デバイスとパッケージの各組み合わせにおける最大 I/O 数
表 2 に、 Virtex-6 LXT FPGA、 Virtex-6 SXT FPGA とパッケージおよび使用可能な最大 I/O 数の組み合わせを示します。
 

表 3 に、 Virtex-6 HXT FPGA とパッケージおよび使用可能な最大 I/O 数の組み合わせを示します。
 

表 2 : Virtex-6 LXT FPGA、 Virtex-6 SXT FPGA のデバイス/パッケージと使用可能な最大 I/O 数の組み合わせ

パッケージ
FF484

FFG484
FF784

FFG784
FF1156

FFG1156
FF1759

FFG1759
FF1760

FFG1760

サイズ (mm) 23 x 23 29 x 29 35 x 35 42.5 x 42.5 42.5 x 42.5

デバイス GTX I/O GTX I/O GTX I/O GTX I/O GTX I/O

XC6VLX75T  8 240  12 360

XC6VLX130T  8 240  12 400 20 600

XC6VLX195T  12 400 20 600

XC6VLX240T  12 400 20 600 24 720

XC6VLX365T 20 600 24 720

XC6VLX550T 36 840 0 1200

XC6VLX760 0 1200

XC6VSX315T 20 600 24 720

XC6VSX475T 20 600 36 840

注記 : 
1. フ リ ップチップ パッケージは鉛フ リー (FFG) でも入手可能です。

表 3 : Virtex-6 HXT FPGA デバイス/パッケージと使用可能な最大 I/O 数の組み合わせ

パッケージ
FF1154

FFG1154
FF1155

FFG1155
FF1923

FFG1923
FF1924

FFG1924

サイズ (mm) 35 x 35 35 x 35 45 x 45 45 x 45

デバイス GTX GTH I/O GTX GTH I/O GTX GTH I/O GTX GTH I/O

XC6VHX250T 48 0 320

XC6VHX255T 24 12 440 24 24 480

XC6VHX380T 48 0 320 24 12 440 40 24 720 48 24 640

XC6VHX565T 40 24 720 48 24 640

注記 : 
1. フ リ ップチップ パッケージは鉛フ リー (FFG) でも入手可能です。

http://japan.xilinx.com


Virtex-6 ファ ミ リ概要

DS150 (v2.4) 2012 年 1 月 19 日 japan.xilinx.com
Product 製品仕様 4

コンフ ィギュレーシ ョ ン
Virtex-6 FPGA は、 カスタマイズしたコンフ ィギュレーシ ョ ン データを SRAM タイプの内部ラ ッチに格納します。 コンフ ィギュレー
シ ョ ン ビッ ト数は、 デバイス  サイズによって 26Mb ～ 177Mb とな り ますが、 圧縮モードを使用しない限り、 特定のユーザー インプ
リ メンテーシ ョ ンからは独立しています。 コンフ ィギュレーシ ョ ン データは揮発性の媒体に格納されるため、FPGA への電源投入ごと
に再ロードする必要があ り ます。 格納されたデータは、 PROGRAM_B ピンを Low にするこ とで、 随時再ロードできます。 コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン データは複数の方法およびデータ形式でロード可能で、 これは 3 つのモード  ピンで決定します。

ビッ ト  シ リ アル コンフ ィギュレーシ ョ ンは、 FPGA がコンフ ィギュレーシ ョ ン ク ロ ッ ク  (CCLK) を生成するマスタ  シ リ アル モード
か、外部のコンフ ィギュレーシ ョ ン データ  ソースが FPGA へのクロ ッ ク も供給するスレーブ シ リ アル モードのいずれかで実行できま
す。バイ トおよびワード幅コンフ ィギュレーシ ョ ンの場合、8、16、または 32 ビッ ト幅の転送で、マスタ  SelectMAP モードでは CCLK
信号を生成し、 スレーブ SelectMAP モードでは CCLK 信号を受信します。 別の方法と して、 SPI (Serial-Peripheral Interface) および
BPI (Byte-Peripheral Interface) モードでは、業界標準のフラ ッシュ  メモ リ を使用し、FPGA の CCLK 出力でクロ ッ クが供給されます。
また、 JTAG モードでは、バウンダ リ スキャン プロ ト コルを用いてビッ ト  シ リ アルのコンフ ィギュレーシ ョ ン データをロード します。

ビッ ト ス ト リーム コンフ ィギュレーシ ョ ン情報は、 ISE® ソフ ト ウェアの BitGen というプログラムによって生成されます。 コンフ ィ
ギュレーシ ョ ンのプロセスは通常、 次の順序で実行されます。

• 電源が投入された (パワーオン リセッ ト )、 または PROGRAM_B が Low になったこ とを検出

• コンフ ィギュレーシ ョ ン メモ リ全体をク リ ア

• モード  ピンをサンプルしてコンフ ィギュレーシ ョ ン モードを特定 : マスタ /スレーブ、 ビッ ト  シ リ アル/パラレル、 またはバス幅

• コンフ ィギュレーシ ョ ン データをロード  : バス幅の検出パターンから開始し、 次に同期ワード、 適切なデバイス  コードを確認し

て、 最後にビッ ト ス ト リーム全体の CRC (巡回冗長検査) で完了

• スタート  アップが、 ユーザー定義のイベン ト  シーケンスを実行 : フ リ ップフロ ップの内部リセッ ト  (またはプリセッ ト ) を リ リー

ス、オプシ ョ ンと して PLL (位相ロッ ク  ループ) のロ ッ クおよび DCI の一致の両方または一方が完了するまで待機、出力ド ライバ

をアクティブ化した後、 DONE ピンが High に駆動

ダイナミ ック  リ コンフ ィギュレーシ ョ ン ポート

ダイナミ ッ ク  リ コンフ ィギュレーシ ョ ン ポート  (DRP) によ り、 設計者はコンフ ィギュレーシ ョ ン ビッ ト 、 および各クロ ッ ク  タイル
の 32 ロケーシ ョ ン、 システム モニターの 128 ロケーシ ョ ン、 各シ リ アル GTX または GTH ト ランシーバーの 128 ロケーシ ョ ンの 3
タイプのブロ ッ クに対するステータス  レジスタに簡単にアクセスできるよ うになり ます。

DRP はメモ リにマップされたレジスタのよ うに動作し、 ブロ ッ ク固有のコンフ ィギュレーシ ョ ン ビッ ト 、 ステータス  レジスタ、 制御
レジスタへのアクセスおよび変更ができます。

暗号化、 リードバック、 パーシャル リコンフ ィギュレーシ ョ ン

特別なオプシ ョ ンと して、 デザインの不正なコピーを防止するためにビッ ト ス ト リームを AES 暗号化できます。 Virtex-6 FPGA はこ
れを内部に格納された 256 ビッ トのキーを用いて復号化します。 このキーは電源をバッ クアップと して使用するか、 不揮発性の格納媒
体に保存できます。

ほとんどのコンフ ィギュレーシ ョ ン データは、システム動作に影響を与えるこ とな く リードバッ ク可能です。通常はすべてをコンフ ィ
ギュレーシ ョ ンするか、 まった く コンフ ィギュレーシ ョ ンしないかのどちらかですが、 Virtex-6 FPGA はパーシャル リ コンフ ィギュ
レーシ ョ ンをサポート しています。パーシャル リ コンフ ィギュレーシ ョ ンを適用できるデザインでは、FPGA の多様性は大幅に向上し
ます。 コンフ ィギュレーシ ョ ンが不要なロジッ クをアクティブにしたまま、 FPGA の一部のみを リ コンフ ィギュレーシ ョ ンするこ と も
可能です (アクティブ パーシャル リ コンフ ィギュレーシ ョ ン)。

CLB、 スライス、 および LUT
Virtex-6 FPGA のルッ クアップ テーブル (LUT) は、 6 入力 LUT (64 ビッ ト  ROM) 1 出力と して、 または出力が別々でアドレスまたは
ロジッ ク入力が共通の 2 つの 5 入力 LUT (32 ビッ ト  ROM) と してコンフ ィギュレーシ ョ ンできます。LUT 出力はオプシ ョ ンと してフ
リ ップフロ ップでラ ッチできます。 このよ う な LUT が 4 つ、 それらのフ リ ップ フロ ップ 8 つ、 マルチプレクサー、 そして演算キャ
リー ロジッ クがスライスを構成し、2 つのスライスが CLB (コンフ ィギャラブル ロジッ ク  ブロ ッ ク ) を構成します。(各 LUT から  1 つ
ずつ) 4 つのフ リ ップフロ ッ クはオプシ ョ ンで、 ラ ッチと して構成できます。 この場合、 スライスに残った 4 つのフ リ ップフロ ップは
未使用にする必要があ り ます。

全スライスの 25 ～ 50% が LUT を 64 ビッ トの分散 RAM と して、 あるいは 32 ビッ トのシフ ト  レジスタ  (SRL32) か 2 つの SRL16
と して使用できます。最近の合成ツールでは、 このよ うな高効率のロジッ ク、演算、およびメモリ機能を活かした合成が実行されます。
経験の豊富な設計者はこれらをインスタンシエートするこ と も可能です。
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クロック管理
各 Virtex-6 FPGA には最大 9 つの CMT (ク ロ ッ ク  マネージメン ト  タイル) が含まれ、各 CMT は PLL をベース とする  2 つの MMCM
(Mixed-Mode ク ロ ッ ク  マネージャ ) で構成されています。

位相ロック  ループ

MMCM は、 入力クロ ッ クの広範な周波数の合成回路およびジッ ター フ ィルターと しての機能を提供します。 MMCM の中心は周波数
範囲が 1 オクターブ以上、 600MHz ～ 最大 1600MHz の VCO (電圧制御オシレータ) です。 また、 これらには 3 つのプログラム可能
な周波数分周回路 (D、 M、 O) があ り ます。

Pre-Divider (前置分周器) D (コンフ ィギュレーシ ョ ンでプログラム可能) は入力周波数を低減させ、従来の PLL 位相/周波数コンパレー
タの入力 1 つを供給します。フ ィードバッ ク分周器 (コンフ ィギュレーシ ョ ンでプログラム可能) は、位相コンパレータのその他の入力
を供給する前に VCO 出力を分周するため、 乗算器と して機能します。 D および M は、 VCO が指定された周波数範囲内となるよ う、
適切に選択する必要があ り ます。

VCO には 等分された 8 つの出力位相 (0°、 45°、 90°、 135°、 180°、 225°、 270°、 315°) があ り、 それぞれが O0 ～ O6 の7 つの出力分
周器の 1 つを駆動するよ う選択できます。 これらの各分周器は、 1 ～ 128 の任意の整数で分周するよ うにコンフ ィギュレーシ ョ ンでプ
ログラム可能です。

MMCM のプログラマブル機能

MMCM は、 入力ジッターのフ ィルターに対して低バンド幅、 高バンド幅、 そして最適化モードの 3 つのオプシ ョ ンを持ちます。 低バ
ンド幅モードではジッターの減衰が最大になり ますが、 位相オフセッ トが最小とな り ません。 高バンド幅モードでは位相オフセッ トが
最小とな り ますが、 ジッ ターの減衰が最大にはなり ません。 最適化モードの場合、 ツールによって最適な設定が指定さます。

MMCM は、 フ ィードバッ ク  パス  (乗算器と して機能) または出力パスの 1 つに部分的なカウンターを持つこ とができます。 これらの
カウンターは 1/8 とい う整数以外の増分を可能にするため、 8 の倍数で周波数を合成できるよ うにな り ます。

MMCM は、 小さな単位で増分させる固定位相シフ ト または動作中に変更可能な位相シフ ト もサポート します。 増分は VCO 周波数に
依存し、 たとえば 600MHz では 30ps、 1600MHz では 11.5ps とな り ます。

クロック分配

各 Virtex-6 FPGA は異なる  5 タイプのクロ ッ ク  ラ イン (BUFG、 BUFR、 BUFIO、 BUFH、 高性能クロ ッ ク ) を提供し、 大きなファン
アウ ト、 短い伝搬遅延、 非常に小さなスキューなどのさまざまなクロ ッキング要件に対応します。

グローバル クロック  ライン

Virtex-6 FPGA が備える  32 のグローバル ク ロ ッ ク  ラ インは最大のファンアウ ト を提供し、 全フ リ ップフロ ップ ク ロ ッ ク、 ク ロ ッ ク
イネーブル、 セッ ト / リ セッ ト 、 および多数のロジッ ク入力に使用できます。 ク ロ ッ ク領域には 12 のグローバル ク ロ ッ ク  ラ インがあ
り ます。 これらのラ インはグローバル ク ロ ッ ク  バッファーで駆動できるだけでなく、 グ リ ッチなしでク ロ ッ クを多重伝送した り、 ク
ロ ッ ク  イネーブルと しての機能を果たします。グローバル ク ロ ッ クは、通常 CMT から駆動されるため、基本的なクロ ッ ク分散遅延が
完全に削除されます。

リージ ョナル クロック

リージ ョナル ク ロ ッ クは、 それがある領域とその上下の領域の全クロ ッ クを駆動できます。 領域とは、 高さが I/O の 40 個分/CLB の
40 個分で、 幅がデバイスの半分のエリ アと定義されます。 Virtex-6 FPGA には 6 ～ 18 の領域があ り、 すべての領域に 6 つのリージ ョ
ナル ク ロ ッ ク  ト ラ ッ クがあ り ます。 各リージ ョナル ク ロ ッ ク  バッファーは、 4 つの CC (ク ロ ッ ク兼用) 入力ピンのいずれかから駆動
でき、 周波数はオプシ ョ ンと して 1 ～ 8 の任意の整数で分周可能です。

I/O クロック

I/O ク ロ ッ クは非常に高速で、 I/O ロジッ クおよびシ リ アライザー /デシ リ アライザー (SerDes) 回路にのみ使用します ( 「I/O ロジッ ク」
を参照)。 Virtex-6 デバイスには、 低ジッ ターで高性能なインターフェイス用に MMCM から  I/O への優れた直接接続があ り ます。
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ブロック  RAM
すべての Virtex-6 FPGA に 156 ～ 1064 個のデュアル ポート  ブロ ッ ク  RAM があ り、 それぞれが 36Kb を格納します。 各ブロ ッ ク
RAM には、 格納されたデータを共有する以外完全に独立した 2 つのポートがあ り ます。

同期動作

読み出しおよび書き込みのメモ リ  アクセスは、 ク ロ ッ クによって制御されます。 すべての入力、 データ、 アドレス、 ク ロ ッ ク  イネー
ブル、 書き込みイネーブルはレジスタを通り ます。 ク ロ ッ クなしではいかなる動作も生じません。 入力アドレスは常にク ロ ッ ク され、
次の動作までデータを保持します。 オプシ ョ ンと しての出力データのパイプライン レジスタは、 1 サイクル分のレイテンシが増加する
代わりに、 よ り高いクロ ッ ク  レートでの動作を可能にします。

書き込み動作中、 データ出力は前に保存されたデータまたは新たに書き込まれたデータを反映させるか、 変更なしでそのまま維持する
こ とができます。

プログラム可能なデータ幅

• 各ポートは 32K × 1、 16K × 2、 8K × 4、 4K × 9 (または 8)、 2K × 18 (または 16)、 1K × 36 (または 32)、 512 x 72 (または 64) の
いずれかにコンフ ィギュレーシ ョ ンできます。 2 つのポートには別々の比率を指定でき、 これに対する制限はあ り ません。

• 各ブロッ ク  RAM は完全に独立した 2 つの 18Kb ブロ ッ ク  RAM に分割でき、 それぞれを 16K x 1 ～ 512 x 36 の任意のアスペク

ト比で構成できます。 36Kb ブロ ッ ク  RAM について説明した内容は、 分割した各 18Kb ブロ ッ ク  RAM にも当てはま り ます。

• 18Kb ブロ ッ ク  RAM の場合、単純なデュアル ポート  モードでのみ 36 ビッ ト以上のデータ幅をサポート します。このモードでは、

一方のポートが読み出し専用、 も う一方のポートが書き込み専用とな り ます。 そして、 1 つ (読み出しまたは書き込み) のデータ幅

がプログラム可能で、 も う  1 つが 32/36 または 64/72 に固定されます。書き込み中に読み出し出力はあ り ません。デュアル ポート

36Kb RAM の場合は両方の幅がプログラム可能です。

• 2 つの隣接した 36Kb ブロ ッ ク  RAM をカスケード接続し、 追加ロジッ クなしで、 64K × 1 のデュアル ポート  RAM と してコン

フ ィギュレーシ ョ ンできます。

エラー検出および訂正機能

64 ビッ ト幅のブロ ッ ク  RAM は、 追加で 8 つのビッ トのハミ ング コード  ビッ ト を生成、 格納、 そして使用でき、 読み出し動作中にシ
ングル ビッ ト  エラーの修正、 ダブル ビッ ト  エラーの検出 (ECC) を実行します。 ECC ロジッ クは 64/72 ビッ ト幅の外部メモ リへの書
き込み、 またはそのメモ リからの読み出しにも使用できます。 これは、 単純なデュアル ポート  モードでも機能しますが、 書き込み中
の読み出しはサポート しません。

FIFO コン ト ローラー

シングル ク ロ ッ ク  (同期) またはデュアル ク ロ ッ ク  (非同期/マルチレート ) 動作に対応する内蔵型の FIFO コン ト ローラーは、内部アド
レス値を増分させ、 Full、 Empty、 Almost Full、 Almost Empty の 4 つのフラグを提供します。 Almost Full および Almost Empty フラ
グは自由にプログラムできます。 ブロ ッ ク  RAM と同様に、 FIFO の幅およびワード数はプログラム可能ですが、 書き込みポート と読
み出しポートの幅は常に同一です。 First-Word Fall-Through モードでは、最初の読み出し前でも最初に書き込まれたワードがデータ出
力に現れます。 そして、 最初のワードが読み出された後は、 通常モード と同様に動作します。

デジタル信号処理 — DSP48E1 スライス
DSP アプリ ケーシ ョ ンは、 専用の DSP スライスに最適に実装された多数のバイナリ乗算器およびアキュームレータを使用します。 す
べての Virtex-6 FPGA には、 専用で完全にカスタマイズされた低消費電力 DSP スライスを数多く装備し、 システム デザインの柔軟性
を維持しながら、 高速処理および小型化を実現しています。

各 DSP48E1 スライスは基本的に、 専用の 25 × 18 ビッ ト  2 の補数乗算器および 48 ビッ ト  アキュームレータで構成され、 これらは共
に 600MHz で動作可能な性能を持ちます。 乗算器は動作中にバイパス可能で、 2 つの 48 ビ ッ ト 入力が SIMD (Single-Instruction-
Multiple-Data) 演算ユニッ ト  (デュアルの 24 ビッ ト加算/減算/累算、またはクワ ッ ドの 12 ビッ ト加算/減算/累算)、 またはオペランドが
2 つの 10 個の異なるロジッ ク  ファンクシ ョ ンから任意の 1 つを作成可能なロジッ ク  ユニッ トに入力できます。

DSP48E1 には、 通常対称フ ィルターに使用される前置加算器が追加されています。 この新しい加算器 によ り、 高密度に実装されたデ
ザインのパフォーマンスが向上し、 ロジッ ク  スライス数が最大 50% 削減されます。

DSP48E1 スライスは多数のパイプラインおよび拡張性能を提供し、 デジタル信号処理だけでなくその他多くのアプリ ケーシ ョ ンで速
度、 そして効率性を向上させます。 このよ うなアプ リ ケーシ ョ ンには、 バス幅の広いダイナミ ッ ク  シフター、 メモ リ  アドレス  ジェネ
レーター、多入力マルチプレクサー、 メモ リ  マップされた I/O レジスタ  ファ イルが含まれます。 また、 アキュームレータは同期のアッ
プ/ダウン カウンターと しても使用可能です。 乗算器はロジッ ク演算 (AND、 OR) およびバレル シフ ト を実行できます。
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入力/出力
I/O ピン数は、 デバイスおよびパッケージ サイズによって 240 ～ 1200 と異な り ます。 各 I/O ピンはコンフ ィギュレーシ ョ ン可能で、
多数の規格に準拠し、 最大 2.5V までサポート します。 Virtex-6 FPGA SelectIO リ ソース ユーザー ガイ ドには、 さまざまな I/O オプ
シ ョ ンにおける  I/O 互換性が記載されています。 電源ピンおよび一部のコンフ ィギュレーシ ョ ン専用ピンを除き、 すべてのパッケージ
ピンは同一の I/O 性能を持ち、 特定のバンク規則によってのみ制約されます。

全 I/O ピンは、 バンクごとに 40 ピンずつ分割されています。 各バンクには 1 つの共通 VCCO 出力電源ピンがあ り、 これは特定の入力
バッファーにも電源を供給します。 一部のシングルエンドの入力バッファーには外部に基準電圧 (VREF) が必要です。 バンクあた り  2
つの VREF ピンがあ り ますが (コンフ ィギュレーシ ョ ン バンク  0 は除く )、 1 つのバンクで使用できる  VREF 電圧値は 1 つのみです。

I/O 電気特性

シングルエンド出力は、従来型の CMOS プッシュ /プル出力ス ト ラ クチャを使用するもので、 VCCO は High を、 グランドは Low を駆
動し、 ハイインピーダンス状態も可能です。 システム設計者はスルー レートおよび駆動能力を指定できます。入力は常にアクティブで
すが、 出力がアクティブの間は通常無視されます。 また、 各ピンはオプシ ョ ンと して、 弱いプルアップまたはプルダウン抵抗を付ける
こ とができます。

すべての信号ピン ペアが、 差動入力ペアまたは出力ペアと してコンフ ィギュレーシ ョ ンできます。 さ らに、 差動入力ペアを 100Ω の内
部抵抗で終端できるオプシ ョ ンもあ り ます。 Virtex-6 デバイスは、 HT、 RSDS、 BLVDS、 差動 SSTL、 差動 HSTL といった LVDS 以
外の差動規格もサポート します。

デジタル制御インピーダンス

デジタル制御インピーダンス  (DCI) は、 出力駆動インピーダンス  (直列終端) を制御した り、 あるいは VCCO に対して入力信号を並列
終端、 VCCO/2 に対して分割 (テブナン) 終端を構成可能です。 DCI は各バンクで 2 つのピンを リ ファレンス  ピンと して使用しますが、
そのよ うなペア 1 つで複数のバンクが制御可能です。 VRN を確実に VCCO にプルアップする と同時に、 VRP を確実にグランド接続し
てください。 抵抗は特性ト レース  インピーダンスの 1 倍または 2 倍の必要があ り、 通常は50Ω に近い値とな り ます。

I/O ロジック

入力および出力遅延

こ こでは、 I/O インターフェイスに接続されたロジッ ク  リ ソースについて説明します。 すべての入力および出力は組み合わせ、 または
レジスタ付き と して設定でき、ダブル データ  レート  (DDR) が全入力および出力でサポート されています。すべての入力または出力は、
それぞれを ~78ps 単位で、 最大 32 タ ップ分個別に遅延させるこ とができ、 これは IODELAY と してインプリ メン ト されます。 遅延ス
テップ数はコンフ ィギュレーシ ョ ンで設定できますが、 使用中にも増加または減少させるこ とが可能です。

いずれかの IODELAY を使用するには、 システム設計者が IODELAY 制御ブロッ クをインスタンシエート し、 これを 200MHz に近い
周波数のクロ ッ クで動作させる必要があ り ます。 各 32 タ ップの総 IODELAY は、 この周波数で制御されるため、 温度、 電源電圧、 お
よびプロセスの変動の影響を受けません。

ISERDES および OSERDES
アプリ ケーシ ョ ンの多くは、デバイス内部で高速なビッ ト  シ リ アル I/O と よ り低速なパラレル動作を組み合わせます。 そして、 これに
は I/O ス ト ラ クチャ内にシ リ アライザーおよびデシ リ アライザー (SerDes) が必要となり ます。各入力はそれ自体のデシ リ アライザー (
シ リ アル-パラレル コンバーター ) へのアクセスがあ り、 パラレル幅は 2、 3、 4、 5、 6、 7、 8、 または 10 ビッ トにプログラム可能で
す。 各出力は それ自体のシ リアライザー (パラレル-シ リ アル コンバーター ) へのアクセスがあ り、 パラレル幅はシングル データ  レー
ト  (SDR) で最大 8 ビッ ト 、 ダブル データ  レート  (DDR) で最大 10 ビッ トにプログラム可能です。

システム モニター
すべての Virtex-6 FPGA は、 温度および電源のステータス情報を提供するシステム モニター回路を搭載しています。 センサー出力は、
10 ビッ ト  200kSPS の ADC (Analog-to-Digital コンバーター ) によってデジタル変換されます。 この ADC は完全にテス トおよび評価
されており、 最大 17 の外部アナログ入力チャネルをデジタル変換可能です。 システム モニター ADC は、 オンチップのリ ファレンス
回路を使用するため、 外部にアクティブなコンポーネン トはまった く必要あ り ません。 オンチップの温度および電源は、 それぞれ ±4
℃、 ±1% の精度で計測されます。

デフォルトのシステム モニターは、 全オンチップ センサーの出力を継続的にデジタル化します。 最も新しい計測結果は、 最大および
最小の測定結果と共に専用のレジスタに格納され、 DRP または JTAG インターフェイスを介して常時アクセスできます。 また、 ユー
ザー定義のアラームしきい値によって超過温度イベン トおよび許容外の温度変動を自動的に知らせるこ とができ、 指定された制限 (た
とえば、 125°C) を用いて自動的に電源を切断するよ うにもできます。

システム モニターはデザインで明確にインスタンシエートする必要はあ り ません。適切な電源接続が確立される と、計測データは、 プ
リ  コンフ ィギュレーシ ョ ン時や電源切断中を含み、 常時 JTAG テス ト  アクセス  ポート  (TAP) からアクセス可能です。
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低電力ギガビッ ト  ト ランシーバー
IC 間、 バッ クプレーン上、 あるいはよ り長距離間の超高速データ転送が、 ますます頻繁に使用され、 かつ重要になってきています。 こ
のよ う な転送には、 高データ  レートでのシグナル インテグ リ ティの問題に対応する専用のオンチップ回路および差動 I/O が必要とな
り ます。

1 つを除くすべての Virtex-6 デバイスに、 8 ～ 72 個のギガビッ ト  ト ランシーバー回路が搭載されています。 各 GTX ト ランシーバー
は、 480Mb/s ～ 6.6Gb/s のデータ  レート で動作できる ト ランス ミ ッ ターおよびレシーバーの組み合わせで構成されています。 低速な
データ  レートは、 FPGA ロジッ クでのオーバーサンプリ ングによって実現可能です。 一方、 各 GTH ト ランシーバーは、 2.488Gb/s ～
11.18Gb/s で動作する ト ランス ミ ッ ターおよびレシーバーの組み合わせで構成されています。GTX ト ランス ミ ッ ターおよびレシーバー
は個別の PLL を使用する独立した回路で、 基準周波数入力をプログラム可能な 4 ～ 25 の値で逓倍するこ とでビッ ト  シ リアル データ
クロ ッ クを生成します。 GTH ト ランシーバーは 10Gb/s のデータ  レート をサポートするよ う設計されたもので、 1 つの高性能 PLL を
4 つのト ランス ミ ッ ター回路およびレシーバー回路で共有します。 GTX および GTH ト ランシーバーそれぞれに、 ユーザー定義可能な
多数の機能およびパラ メーターがあ り ます。 これらはすべてコンフ ィギュレーシ ョ ン中に定義でき、 その多くは動作中にも変更できま
す。

ト ランスミ ッ ター

GTX ト ランス ミ ッ ターは基本的に、 変換比率が 8、 10、 16、 20、 32、 または 40 のパラレル-シ リ アル コンバーターです。 GTH ト ラ
ンス ミ ッ ターは、 16、 20、 32、 40、 64、 または 80 ビッ ト幅をサポート し、 高性能デザインのタイ ミ ング マージンに対応します。 これ
らの ト ランス ミ ッ ターの出力は、 シングル チャネルの差動 CML (Current-Mode Logic) 出力信号で PC ボードを駆動します。

TXOUTCLK は適切に分周されたシ リ アル データ  ク ロ ッ クで、 内部ロジッ クからのパラレル データを直接ラ ッチするために使用でき
ます。 入力されるパラレル データは、 小型の FIFO を通り、 オプシ ョ ンと して十分なデータ遷移が生じるよ う  8B/10B、 64B/66B、 ま
たは 64B/67B (GTX のみ) アルゴ リ ズムで変換できます。 ビッ ト  シ リ アル出力信号は、 相補的な CML 信号で 2 つのパッケージ ピン
を駆動します。 この出力信号ペアは、 信号振幅幅およびプリエンファシスがプログラム可能で、 PC ボードでの信号ロスやほかのイン
ターコネク ト特性を補います。

レシーバー

レシーバーは基本的に、入力ビッ ト  シ リ アル差動信号をそれぞれ 8、 10、 16、 20、 32、 または 40 ビッ ト幅のパラレル ス ト リーム ワー
ドに変換するシ リ アル-パラレル コンバーターです。 GTH ト ランシーバーは、 16、 20、 32、 40、 64、 または 80 ビッ ト幅の対応によっ
て、 よ り大きなタイ ミ ング マージンを提供します。 レシーバーは入力差動データ  ス トームを受け取って、 それを (PC ボードやほかの
インターコネク ト特性を補うため) プログラマム可能なイコライザを通し、 FREF 入力を使用してクロ ッ クの認識を開始します。 個別の
クロ ッ ク  ラインは必要あ り ません。データ  パターンは NRZ (Non-Return-to-Zero) エンコーディングを使用し、 オプシ ョ ンと して選択
したエンコーディング方式を用いるこ とで十分なデータ遷移が生じるよ うにします。パラレル データは、RXUSRCLK ク ロ ッ クを使用
して FPGA ロジッ クに転送されます。 GTX ト ランシーバーのシ リ アル-パラレル変換比は 8、 10、 16、 20、 32、 または 40 で、 GTH
ト ランシーバーの場合は 16、 20、 32、 40、 64、 または 80 です。

Out-of-Band 信号

GTX ト ランシーバーは Out-of-Band (OOB) 信号を提供します。 この信号は、一般的にリ ンクがパワー ダウン ステートにあるか初期化
されておらず、高速シ リ アル データ転送がアクティブでないと きに、 ト ランス ミ ッ ターからレシーバーへ低速の信号を転送するために
多く使用されます。 この機能は、 PCI Express および SATA/SAS のアプリ ケーシ ョ ンで有用です。

PCI Express デザイン用の内蔵インターフェイス ブロック
PCI Express 規格はパケッ ト  ベースで、 Point-to-Point のシ リ アル インターフェイス規格です。 差動信号送信はエンベデッ ド  ク ロ ッ ク
を使用するこ とで、 従来の広いパラレル バスにおける  Clock-to-Data スキューの問題を回避します。 

PCI Express Base Specification Revision 2.0 は Revision 1.1 と後方互換性があ り、各方向でレーンあたり  2.5Gb/s または 5.0Gb/s のコ
ンフ ィギュレーシ ョ ン可能なロー データ  レート を定義しています。 仕様では、 バンド幅を増減させるため、 複数のラインを結合して
PCI Express デバイス間でよ り大きなラインを形成するこ とが認められています。

XC6VLX760　 を除くすべての Virtex-6 デバイスには、 PCI Express Base Specification Revision 2.0 に準拠するよ う設計され、エンド
ポイン ト またはルート  ポート と してコンフ ィギュレーシ ョ ン可能な、PCI Express 用の内蔵インターフェイス  ブロ ッ クが最低 1 つ搭載
されています。 ルート  ポートは、 ルート  コンプレッ クス相当の機能を提供し、 PCI Express プロ ト コルを用いた FPGA 間のカスタム
通信を可能にするだけでなく、 ファ イバー チャネル HBA などの ASSP エンドポイン ト  デバイスを FPGA に接続します。

このブロ ッ クはシステム デザイン要件に従う よ う高度にコンフ ィギュレーシ ョ ン可能で、2.5Gb/s および 5.0Gb/s のデータ  レートで 1、
2、 4、 または 8 レーンの動作をサポート します。 高性能アプリ ケーシ ョ ン向けには、 ブロ ッ クの高度なバッファ リ ング テクニッ クによ
り、 1,024 バイ ト までの柔軟性に優れた最大ペイロードサイズを提供します。 また、 シ リ アル コネクティビティ用に GTX ト ランシー
バーと、データ  バッファ リ ング用にブロ ッ ク  RAM と インターフェイスします。全体と して、 これらのエレ メン トは PCI Express プロ
ト コルの物理層、 データ  リ ンク層、 そして ト ランザクシ ョ ン層をインプ リ メン ト します。

ザイ リ ンクスは、 さまざまな構築ブロ ッ ク  (PCI Express 用内蔵ブロッ ク、 GTX ト ランシーバー、 ブロッ ク  RAM、 ク ロ ッ ク  リ ソース
) をエン ドポイン ト またはルー ト  ポー ト  ソ リ ューシ ョ ンに活用でき る よ う にする軽量、 コンフ ィ ギャ ラブル、 かつ使用が容易な
LogiCORE™ ラ ッパーを提供しています。 レーン幅、 最大ペイロード  サイズ、 FPGA ロジッ ク  インターフェイス速度、 リ ファレンス
ク ロ ッ ク周波数、 およびベース  アドレス  レジスタのデコーディングとフ ィルタ リ ングなど、 数多くのコンフ ィギュレーシ ョ ン可能な
パラ メーターをシステム設計者が制御できます。

http://japan.xilinx.com
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PCI Express デザインのソ リ ューシ ョ ンに関する ドキュ メン トおよび詳細は、 次のサイ トから入手できます。

http://japan.xilinx.com/technology/protocols/pciexpress.htm

10/100/1000Mb/s イーサネッ ト  コン ト ローラー (2,500Mb/s サポート )
内蔵された ト ラ イモード  イーサネッ ト  MAC (TEMAC) ブロ ッ クは、 FPGA ロジッ ク、 GTX ト ランシーバー、 および SelectIO リ ソー
スへの接続が容易です。 この TEMAC ブロ ッ クによ り、 ロジッ ク  リ ソースが節約され、設計の負荷が軽減されます。すべての Virtex-6
デバイス  (XC6VLX760　 を除く ) には、 4 つの TEMAC ブロッ クが搭載されており、 OSI プロ ト コル スタ ッ クの LINK 層をインプ リ
メン ト します。CORE Generator™ ソフ ト ウェアの GUI で、 このブロ ッ ク と  GTX ト ランシーバーまたは SelectIO テク ノ ロジ、 FPGA
ロジッ ク、 そしてマイ クロプロセッサ (必要な場合は) への柔軟なインターフェイスを作成できます。 TEMAC は IEEE Std 802.3-2005
仕様に準拠するよ う設計されており、 2,500Mb/s もサポート されています。

Virtex-6 FPGA の注文情報
表 4 に、 Virtex-6 デバイス  ファ ミ リで提供されているスピード  グレードおよび温度グレード示します。 一部のデバイスでは、 入手可
能なスピード  グレード と温度グレードに制限があ り ます。

図 1 示す Virtex-6 FPGA の注文情報は、 鉛フ リー パッケージを含むすべてのパッケージに適用されます。
 

表 4 : Virtex-6 FPGA のスピード  グレード と温度範囲

デバイス ファ ミ リ

スピード  グレードおよび温度範囲

コマーシャル温度 (C)

0°C ～ +85°C

拡張温度 (E)

0°C ～ +100°C

インダスト リアル温度 (I)

-40°C ～ +100°C

Virtex-6 LXT -3、 -2、 -1、 -1L -2 -2、 -1、 -1L

Virtex-6 SXT -3、 -2、 -1、 -1L -2 -2、 -1、 -1L

Virtex-6 HXT -3、 -2、 -1 -2 -2、 -1

X-Ref Target - Figure 1

図 1 : Virtex-6 FPGA の注文情報

Example: XC6VLX240T-1FFG1156C

Device Type Temperature Range:

Number of Pins(3)

Package Type

Speed Grade
(-1, -L1(1), -2, -3(2))

Pb-Free

DS150_01_103111

Note: 

1) -L1 is the ordering code for the lower power -1L speed grade.

   -L1 is not available in the Virtex-6 HXT devices. See 

   the Virtex-6 FPGA data sheet for more information.

2) -3 speed grades are not available in all devices.

3) Some package names do not exactly match the number 

   of pins present on that package. Please see UG365: Virtex-6 FPGA Packaging and Pinout Specifications for package details.

I = Industrial (Tj = –40°C to +100°C)

E = Extended (Tj = 0°C to +100°C)

C = Commercial (Tj = 0°C to +85°C)

http://japan.xilinx.com/technology/protocols/pciexpress.htm
http://japan.xilinx.com
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改訂履歴
次の表に、 この文書の改訂履歴を示します。

Notice of Disclaimer
The information disclosed to you hereunder (the "Materials") is provided solely for the selection and use of Xilinx products.To the
maximum extent permitted by applicable law:(1) Materials are made available "AS IS" and with all faults, Xilinx hereby DISCLAIMS
ALL WARRANTIES AND CONDITIONS, EXPRESS, IMPLIED, OR STATUTORY, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, NON-INFRINGEMENT, OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE; and (2)
Xilinx shall not be liable (whether in contract or tort, including negligence, or under any other theory of liability) for any loss or damage
of any kind or nature related to, arising under, or in connection with, the Materials (including your use of the Materials), including for any
direct, indirect, special, incidental, or consequential loss or damage (including loss of data, profits, goodwill, or any type of loss or damage
suffered as a result of any action brought by a third party) even if such damage or loss was reasonably foreseeable or Xilinx had been
advised of the possibility of the same.Xilinx assumes no obligation to correct any errors contained in the Materials, or to advise you of any
corrections or update.You may not reproduce, modify, distribute, or publicly display the Materials without prior written consent.Certain
products are subject to the terms and conditions of the Limited Warranties which can be viewed at http://www.xilinx.com/warranty.htm;
IP cores may be subject to warranty and support terms contained in a license issued to you by Xilinx.Xilinx products are not designed or
intended to be fail-safe or for use in any application requiring fail-safe performance; you assume sole risk and liability for use of Xilinx
products in Critical Applications:http://www.xilinx.com/warranty.htm#critapps.

本資料は英語版 (v2.4) を翻訳したもので、 内容に相違が生じる場合には原文を優先します。
資料によっては英語版の更新に対応していないものがあ り ます。
日本語版は参考用と してご使用の上、 最新情報につきましては、 必ず最新英語版をご参照ください。

この資料に関するフ ィードバッ クおよびリ ンクなどの問題につきましては、jpn_trans_feedback@xilinx.com までお知らせください。い
ただきましたご意見を参考に早急に対応させていただきます。 なお、 このメール アドレスへのお問い合わせは受け付けており ません。
あらかじめご了承ください。

日付 バージョ ン 内容

2009/02/02 1.0 初版リ リース

2009/05/05 1.1 3 ページの表 2、 XC6VSX315T および XC6VSX475T の両デバイスに FF1156 パッケージを追加。

page 8 の PCI Express の説明から  LogiCORE ラ ッパーの LUT 数 (100 以下) の記載を削除し、

5.0Gb/s データ  レー ト での 8 レーン サポー ト を記載。 「グ ローバル ク ロ ッ ク  ラ イ ン」 および

「10/100/1000Mb/s イーサネッ ト  コン ト ローラー (2,500Mb/s サポート )」 セクシ ョ ンの記載ミ スを修

正。 文書全体の体裁修正。

2009/06/24 1.2 注文情報と資料セクシ ョ ンの追加。

2009/09/16 2.0 Virtex-6 に HXT ファ ミ リ を追加。 「コンフ ィギュレーシ ョ ン」 セクシ ョ ンのビッ ト数を 26Mb に更

新。

2009/11/06 2.1 page 1 の分散 RAM の機能を修正。表 1 の 「XC6VHX565T」 の CLB スライス数を更新。PCI Express
Base Specification Revision 2.0 への準拠を明記。 「PCI Express デザイン用の内蔵インターフェイス

ブロ ッ ク」 セクシ ョ ンの資料およびリ ンクを更新。

2010/01/28 2.2 表 1 の XC6VHX255T に、 2 つのイーサネッ ト  MAC を記載。 5 ページの 「ク ロ ッ ク管理」 のVCO
の最低周波数を 600MHz に変更、 位相シフ トのインク リ メ ン トのタイ ミ ングを改訂。 GTX ト ラン

シーバーの動作範囲を 6.6Gb/s までに修正。 GTX の PLL 入力のリ ファレンス  ク ロ ッ ク周波数の分

周値を変更。 

2011/03/24 2.3 資料分類を Advance 製品仕様 から  Preliminary 製品仕様 に変更。 図 1 を更新。

2012/01/19 2.4 資料分類を Preliminary 製品仕様 から  Product 製品仕様 に変更。「コンフ ィギュレーシ ョ ン」、「CLB、

スライス、 および LUT」、 「低電力ギガビッ ト  ト ランシーバー」、 および 「Virtex-6 FPGA の注文情

報」 (図 1 を含む) を更新。

http://www.xilinx.com/warranty.htm
http://www.xilinx.com/warranty.htm#critapps
http://japan.xilinx.com
mailto:jpn_trans_feedback@xilinx.com
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Virtex-6 FPGA  関連資料
Virtex-6 ファ ミ リ  FPGA の最新版資料は、 ザイ リ ンクス  ウェブサイ トから入手可能です。 このページからは Virtex-6 ファ ミ リ概要 の
ほか、 次の資料がダウンロードいただけます。

Virtex-6 FPGA データシート  : DC 特性およびスイッチ特性 
(DS152)

Virtex-6 ファ ミ リの DC 特性およびスイ ッチ特性が記載されてい

ます。

Virtex-6 FPGA パッケージおよびピン配置仕様 (UG365)

デバイス /パッケージの組み合わせと最大 I/O 数、 ピン定義、 ピン

配置表、 ピン配置図、 機械的図面が含まれ、 温度特性も記載され

ています。

Virtex-6 FPGA コンフ ィギュレーシ ョ ン ガイド  (UG360)

この包括的なコンフ ィギュレーシ ョ ン ガイ ドは、 コンフ ィギュ

レーシ ョ ン インターフェイス  (シ リアルとパラレル)、マルチビッ

ト ス ト リームの管理、 ビッ ト ス ト リームの暗号化、バウンダ リ  ス
キャンおよび JTAG コンフ ィギュレーシ ョ ン、 リ コンフ ィギュ

レーシ ョ ン テクニッ クの各章で構成されています。

Virtex-6 FPGA SelectIO リソース ユーザー ガイド  (UG361)

すべての Virtex-6 デバイスで利用可能な SelectIO™ リ ソースに

ついて説明しています。

Virtex-6 FPGA クロック  リソース ユーザー ガイド  (UG362)

すべての Virtex-6 デバイスで利用可能な MCM およびク リ ッ ク

バッファーを含むクロッキング リ ソースについて説明しています。

Virtex-6 FPGA メモリ  リソース ユーザー ガイド  (UG363)

Virtex-6 デバイスが備えるブロ ッ ク  RAM および FIFO の機能に

ついて説明しています。

Virtex-6 FPGA CLB ユーザー ガイド  (UG364)

すべての Virtex-6 デバイスが持つコンフ ィギャラブル ロジッ ク

リ ソース  (CLB) について説明しています。

Virtex-6 FPGA GTX ト ランシーバー ユーザー ガイド  (UG366)

XC6VLX760 を除くすべての Virtex-6 デバイスで利用可能な

GTX ト ランシーバーについて説明しています。 

Virtex-6 FPGA GTH ト ランシーバー ユーザー ガイド  (UG371)

XC6VHX250T および XC6VHX380T の FF1154 パッケージを

除くすべての Virtex-6 HXT デバイスで利用可能な GTH ト ラン

シーバーについて説明しています。

Virtex-6 FPGA DSP48E1 スライス ユーザー ガイド  (UG369)

Virtex-6 FPGA が備える  DSP48E1 スライスのアーキテクチャに

ついて説明し、 コンフ ィギュレーシ ョ ン例が記載されています。

Virtex-6 FPGA ト ライモード  イーサネッ ト  MAC ユーザー ガイド  
(UG368)

XC6VLX760 を除くすべての Virtex-6 FPGA が備える ト ライ

モード  イーサネッ ト  メディア アクセス  コン ト ローラー

(TEMAC) について説明しています。 

Virtex-6 FPGA システム モニター ユーザー ガイド  (UG370)

システム モニターの機能について説明しています。

Virtex-6 FPGA PCB デザイン ガイド  (UG373)

Virtex-6 デバイスを使用した PCB デザインの、 PCB およびイン

ターフェイス  レベルでの意思決定ス ト ラテジについて説明して

います。

http://japan.xilinx.com/support/documentation/virtex-6_data_sheets.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/virtex-6_user_guides.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/virtex-6_user_guides.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/virtex-6_user_guides.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/virtex-6_user_guides.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/virtex-6_user_guides.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/virtex-6_user_guides.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/virtex-6_user_guides.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/virtex-6_user_guides.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/virtex-6_user_guides.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/virtex-6_user_guides.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/virtex-6_user_guides.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/virtex-6_user_guides.htm
http://japan.xilinx.com
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